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堤防の効果検証
目的：海岸堤防による津波遡上低減効果を明らかにする

対象：仙台湾南部海岸周辺（山元町～仙台市）

波源モデル：藤井・佐竹モデル(ver2.1)
　マンシンハ・スマイリィーの方法で地盤変位量
を算出

津波シミュレーション:
　基礎方程式：非線形長波方程式
　　　　越流境界では本間公式による越流計算
　潮位条件：T.P.±0.0m
　計算格子間隔：1350m, 450m, 150m, 50m
　計算時間：３時間
　施設の取り扱い：下表のとおり

想定ケース 海岸施設 河川堤防 道路盛土

ケース１ なし なし なし

ケース２ なし あり あり

ケース３ あり あり あり

沈降

隆起

波源モデル

地盤変動量分布（初期水位分布）

計算メッシュの配置

各ケースの施設配置は次ページに図示

参考資料No６
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ケース別の施設配置
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沿岸における津波水位変動及び海岸施設前後水位
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浸水深の平面分布

ケース１ ケース２ ケース３
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代表断面における津波最大水位分布
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代表断面における最大流速分布

海岸施設無し
海岸施設有り

海岸施設無し
海岸施設有り

海岸施設無し
海岸施設有り
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施設背後陸側における浸水深時系列
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